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新総合防災情報システム（SOBO-WEB）の変更点

〇旧システムは、整備から10年以上経過しており、操作性やデータ量に課題あり。また、利用者も国の
関係省庁に限られていた。
〇新システムでは、操作性・データ量を大幅に強化するとともに、国の機関だけでなく、地方自治体・
指定公共機関も利用可能に。

国と自治体等が一体となった災害対応を一層強化するため、
参加申込みを是非お願いします。

旧システム 新システム

手動操作が多く
手間、時間がかかる

操
作
性

表示できる地図情報が少ない
デ
ー
タ
量

利
用
者

国（関係省庁）（23機関）

自動収集する情報を拡大
地図情報を自動で更新

取得・閲覧可能な地図情報が増加

国（関係省庁）(23機関)
地方自治体 (1788機関)
指定公共機関 （106機関）
計 （1917機関※）

※2024年7月18日現在
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新総合防災情報システム（SOBO-WEB）の概要

〇新総合防災情報システム（SOBO-WEB）は、災害情報を地理空間情報として共有するシステム。
〇災害発生時に災害対応機関が被災状況等を早期に把握・推計し、災害情報を俯瞰的に捉え、被害の
全体像の把握を支援することを目的としている。

地図情報の共有

収集したデータを地図化し、災害対応に活用
（２種類の利用態様で提供）

災害情報集約

関連機関から情報を集約

解析雨量降水短時間予報

断水情報

道路通行規制状況

等

①地図機能（SOBO-WEB）

②情報流通機能（SIP4D機能の社会実装）

※インターネット接続環境下の端末のWebブラウザより、
専用URLに接続後、ID/PASSの入力でアクセス可能。
専用端末不要で、PC・タブレット・スマートフォンから利用

可。

システム同士の連接により、災害情報の送受信が可能。
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○ 令和６年度より運用を開始した新総合防災情報システム（SOBO-WEB）で、国や地方自治体、指定公共機
関等の災害対応機関が共有すべき特に重要な災害情報を、全米情報共有化協会のEEI（※）を参考に、災害
対応基本共有情報（EEI）として整理。

○ 全米情報共有化協会のEEI、近年の我が国における災害情報の共有実績、新総合防災情報システム（SOBO-
WEB）利用機関のニーズ等の調査検討結果から、情報項目の細分まで整理し、災害対応基本共有情報
（EEI）第１版としてとりまとめた。「防災分野のデータプラットフォーム整備に向けた調査検討業務」の一環で検討。

EEI第1版 一覧

災害対応基本共有情報（EEI）

※EEI： Essential Elements of Information

〇 2024年度 より詳細化や項目の追加について調査・検討のうえとりまとめ予定。
〇 データ構造等を調整できた情報項目から順次、新総合防災情報システム（SOBO-WEB）での自
動システム収集を目指す。

検討状況・今後のスケジュール



全国共通避難所･避難場所IDについて

識別
コード

自治体
コード

施設
コード

種別コード 種別連番
コード大分類 小分類

説明

共通IDの
頭文字は
｢E｣を固定
値とする。

自治体コー
ドを使用
(5桁)

各市区町村
における通
し番号5桁を
記載。住所
ごとに個別
の施設コー
ドを付番。

施設の種別を識別す
る。

１.指定避難所
２.指定緊急避難場所

大分類が指定避難所の場
合
１：一般避難所の場合
２：福祉避難所の場合

大分類が指定緊急避難場
所の場合は０とする。

同住所内に存在する
同一種別の施設数を
表す番号。
１から開始し、それ
以降２～９まで使用。
その後は、A～Zに続
き、Zの次は、a～ｚ
を使用。

共通ID
付番例

E固定値 東京都千
代田区

合同庁舎
第8号館 指定一般避難所 1施設のみ

E 13101 00001 1 1 1

○共通ID は、以下の表のとおり、識別コード、⾃治体コード、施設コード、種別コード、
種別連番コードにより構成され、14桁となります。全国の指定避難所及び指定緊急避難
場所を個別に特定するものです。避難所等データ整備ウェブシステム（国土地理院）で
ID自動採番等の管理がされるとともに、R6年度内にオープンデータとして公表予定です。
○ ９月９日都道府県防災部局長宛の通知文において、従来機械的な突合が困難であった、国
及び自治体間など災害対応機関の各システムにおいて相互共有が可能となり、災害対応現場
の負担軽減につながることから、指定避難所情報を共有・報告する場合には共通 ID を記載
頂くよう、周知徹底をお願いしています。



全国共通避難所IDをキーとした情報統合の例
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開閉情
報 ○○
避難者
数 ○○
要配慮
者数 ○○
ライフラ
イン ○○

避難所IDをキーに統合する

他機関のシステムから
情報を連携する

※今後開発予定の機能です

〇全国共通避難所IDをキーにして各機関からの情報を統合することが可能となる予定です。
〇各機関からの動的な情報を集約し共有することで各機関の迅速な避難所対応を支援します。
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